
1 施設状況・事業収支 2 事業の実施状況

3 指定管理者業務の実施状況の確認（管理運営全般）  

4 指定管理者業務の実施状況の確認（個別業務）

通信運送費

人件費
求人採用費
広告宣伝費
研修費

2,040,000

129,000

○指定管理初年度であることから、野外活動センター及び
　工芸村ともにこれまでの体験教室等を踏襲した事業が
　多かった。
○利用者ニーズの把握に努め、ニーズに沿った事業を研
　究していた。

3

3

区分

町指定事業

・4施設の管理運営業務

3

・各種法令順守

実施状況

支払手数料

そ
の
他

①毎月及び四半期ごとに業務報告書を作成し、指定された期日までに提出しなければならない。
②毎年度末にモニタリングを実施する。

評価

・長泉凧作り

・施設及び設備の維持管理
・健康増進事業の企画及び実施
・業務報告

・絵画教室
・陶芸教室
・バウムクーヘン作り

・個人情報保護の徹底

・吊るし柿体験

寄付金

評価実施内容

3

自主事業

3

①清掃業務、②施設・設備の点検、③植栽等の管理・除草等、④簡易修繕
施
設
の
維
持
管
理

実施計画検証

実施計画検証

計

・工芸村　アルバイト3名

3

1,625,361

危
険
管
理
対
策

10,000
718,803

車両維持費

協定・仕様等
の確認

3

雑費

計

2,778

減価償却

保険料

619,508
2,051,654

支
出

消耗品費
事務消耗品費

売上原価
人件費

広告宣伝費

0

租税公課

寄附金

52,777,788
26,876,131

指定管理料
施設利用料等売上

365,589

62,120

金額

サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上

施設利用状況

（特記事項）

人

人 人

利用実績

金額

221,000

計

協定・仕様等
の確認 ⑤施設内外の巡回

％％

3％

91.86
％

計

52,777,788

計

29,631 交際費

車両維持費

交際費

保守修繕費

旅費交通費

諸会費

項目

雑費

％

住民福祉部門 健康増進課
代表者

利用料金制度5年

桃沢野外活動センター

平成30年４月１日から平成35年３月31日まで
長泉町桃沢野外活動センターの設置及び管理に関する条例及び規則

笹原英樹

施設の主な実施事業

評価

評価

％

人

102.41
％

103.06

92.25人 ％
％

対前年比 目標達成率

実施計画検証

施設利用料等売上

3

収
支

長泉町桃沢野外活動センター、長泉町桃沢キャンプ場、長泉町桃沢グラウンド、長泉町桃沢工芸村

担当

指定期間

チーム・グループ名

施設名称

杉山光司健康企画チーム
所管課：部門名 課名（所属名）

料金制度適用（年）

長泉町桃沢工芸村の設置及び管理に関する条例及び規則
長泉町体育施設等の設置及び管理に関する条例及び規則

％

96.53

113.72,900

39,396
桃沢キャンプ場

41,000

長泉町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例及び施行規則

指定管理料

自販機売上手数料

予定（計画・目標）

26,607,000

97.67

人

％

・キャンプファイヤーライブ

確認項目

63,600

指定管理者名
加和太建設株式会社

法令根拠等

施設概要

4,900

自然の中での活動を通じて町民の健康増進を図るため、町民に健全なスポーツの場を提供し健康の増進を図るため
及び自然の中で工芸等の体験及び創作活動を通じて、豊かな感性や創作意欲の涵養を図るための施設。

施設設置目的

目標（協定内容・指定管理者提案）

平成30年度指定管理者モニタリング評価調書

健康増進施設

・施設貸出　・施設安全管理　・各種イベント開催

追加事業、未実施事業及びその理由区分

・守秘義務の徹底
・緊急時対策及び防犯・防災対策

評価

利用者の公平性の
確保

人 103.19

101.42

96.09

％

○町指定事業は全て実施した。

評価

事業収支
（単位：円）

事務消耗品費

収
入

78,394,147

職員配置

自販機売上手数料

・工芸村　社員1名

計 6,341,618

・野外活動センター　社員5名
協定時の配置予定 配置実績

協定締結時の配置予定のとおり職員が配置され、人員についても適切に行われ
ていた。

施設管理運営に必要な人員
が適切に配置されていたか

実績額

研修費

  繁忙期アルバイト5名

2,970桃沢工芸村
人 15,253

予算額
項目

人

4,501

支払手数料

消耗品費

21,448,659

水道光熱費

桃沢グラウンド 14,800

人
人

32,831,394

2,076,483
155,275

計
23,447,928
80,019,508

求人採用費

売上原価

0

2,160,000

4,776,000

旅費交通費0

1,479,438

90,384

0 諸会費

213,346

73,264,170

・野外活動センター　社員6名

79,605,788
19,911,880

111,000

513,000
9,559,000

95,000

569,000

745,160
5,308,958

5,598,000

355,060

租税公課3,000
貸借料

2,571,929

5,638,318
38,100

10,000
29,631

3,939,000

465,000

936,000

貸借料
保険料

人

981,000
減価償却

人 ％
人

③④⑤問題なく実施されていた。また自主的な点検や迅速な修繕も積極的に実施されていた。

人

協定・仕様等
の確認

実施計画検証

利用区分等

％
％人

①指定期間中、管理運営業務の実施に関連して事故や災害等の緊急事態が発生した場合、速やかに必要な措置

％

①定期的に行われ、チェック表を設置する等の工夫もなされていた。
②法令等に従い、問題なく実施されていた。

協定・仕様等
の確認

保守修繕費

通信運送費

水道光熱費

②管理運営業務の実施によって知り得た情報や秘密及び委任者の行政事務等で一般に公開されていない事項を

・野外活動センターの宿泊では町内学校団体、町外学校団体、町内一般団体、町外一般団体ごとに申込受付をしている。日帰り利用は電話と窓口受付
　で一ヶ月前から行なっている。
・キャンプ場は町内三ヶ月前、町外一ヶ月前から電話と窓口受付を行なっている。
・工芸村は六ヶ月前から電話と窓口受付を行なっている。
・グラウンドは抽選受付を行なった後、電話と窓口での受付を行なっている。

　を講じるとともに、関係者に対して緊急事態発生の旨を通報しなければならない。

①イベントの企画、開催
②ホームページ・フェイスブック・町広報等により、施設及び地域の情報発信

①自主事業として、様々なイベントを開催していたが、前年度とほぼ同様な内容であった。
②独自のホームページを作成し、またフェイスブックにおいて施設のイベントや施設の近況等の情報
　を積極的に発信していた。

①迅速に対応していた。また、委任者に対して迅速にその内容が報告されていた。
②③研修を定期的に実施することで、従事者への教育が行われていた。
④必要な保険等に加入し、対応が図れるよう努めていた。

　外部に漏らし、他の目的に使用してはならない。

④業務上の瑕疵により生ずる損害賠償に対応できるよう、適切な保険に加入しなければならない。
③個人情報の保護に関する法律及び長泉町個人情報保護条例の規定に沿い、遵守する。

①各種報告書にあっては、定められた期日までに作成され、委任者に提出されていた。
②モニタリング調書についても、定められた期日までに作成され、委任者に提出されていた。



5 利用者評価 【指定管理者自己評価】
内容
（１）アンケート調査

（１）これまでの取り組みに対する評価
Ⅰ　利用増加への取り組み

Ⅱ　コスト削減に対する取り組み

Ⅲ　その他
6 担当課評価

（２）指定管理者業務実施上の課題

（３）次年度以降の取り組み

・複数施設利用率を営業やHP・FB等でアピールし上げていく。
・キャンパー人口の拡大の為の底辺拡大と底上げ。
・例年、閑散期に利用していた顧客への呼び戻し営業を行ない、リピート率を上げる。

・自然環境を利用できる施設として安全面や美化に一層力を注ぎたい。

・コスト削減に関してまだ検討できる余地があり、利用者の満足度を下げずにコストを抑える。
・今年度は指定管理初年度ということもあり、前年度事業の継続に重きを置いた運営となっていたが、
　次年度以降は今年度把握した利用者ニーズに合わせた積極的な事業創出をお願いしたい。
・利用者ニーズを把握するため、目安箱といった受け身の体制ではなく、より積極的な手法も検討願
　いたい。

3

3

3

危機管理対策

取り組みに対
する指示事項
及び改善案等

3

3

事業実施

3

利用者評価

総
合
評
価

評価区分

施設利用状況

事業収支

・桃沢キャンプ場の利用者に桃沢工芸村の利用を推進し、桃沢工芸村の利用と周知が出来た。

・社員で出来る限りの業務を行ない、業務委託費の削減に努めた。

・秋から冬にかけての閑散期の平日利用を増やす対策、工夫が必要。

・利用者のニーズを察知し、利用環境を改善して、新規顧客獲得と利用拡大を図る。
・施設だけでなく、地元地域全体の活性化をより意識したイベント等を行ない、地域全体を盛り上げていく。

・地域住民との信頼関係を築き、協力体制を強化した。

・電動アシスト付き自転車導入で桃沢や長泉町の魅力を発信した。

・参加人数の少ないイベントに関しては、廃止や見直し等の検討が必要。

・町とのヒアリングの中で、運営状況や情報提供を密に行い、改善に努めた。

・地元地域への営業や協力。
・町広報だけでなくホームページやフェイスブックを使った施設のアピール。
・視察を行ない、良い部分を取り入れるように務めた。

・施設の点検強化によって不良箇所を早期発見し、修繕費の削減に努めた。

指定管理者自己評価

・水道光熱費の消費を意識した。・夕食のおかずが冷えていた。

・改修後のテントサイトの縮小が心配。

・近隣の学校団体への利用推進。
・底辺拡大、新規顧客獲得を意識した自主事業を開催。

（２）苦情・改善等の要望事項
・接客対応が良い。

評価

未
実
施

区分

利
用
者
か
ら
の
評
価
・

要
望
・
苦
情

・利用者によるアンケートの記入。

施設名

・目安箱を設置し記入してもらっている。

総合評価

3

施設の維持管理

【施設利用状況】
 桃沢工芸村及び桃沢グラウンドは目標値を上回ったものの、桃沢野外活動センター
及び桃沢キャンプ場は目標値を下回った。しかしながら、全体を前年度と比較した
場合、増加していることから、利用状況は概ね良好であったと考えられる。
【事業収支】
　収支は予算額と比較し、実績額は下回ったものの黒字ではあったことから、事業
収支は概ね良好であったと考えられる。
【施設の維持管理】
　不具合に対する迅速な対応、適切な点検実施等により、大きなトラブルもなく、
また長期にわたる施設利用不可期間もなく、安定的な施設利用を可能とした。ま
た、清掃業務も常時適正に行われ、施設全体がきれいな状態が保たれており、この
点に関する苦情も入っていない。
【苦情・要望に対する対応】
　苦情に対し迅速な対応と丁寧な説明により、大きなトラブルに発展する前の解決
が図られていた。また、要望に対しては町と協議のうえ対応を図っていた。

評価理由

職員配置

その他

C
サービス向上

3

・電機窯の到達温度が遅い。

（１）良好とする評価

主な要望
・キャンプサイトシャワーの排水が悪い。

利
用
者
評
価

利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト

実
施
有

3

管理運営全般

野外活動
センター

桃沢
グラウンド

工芸村

3

平成30年度指定管理者モニタリング評価調書

・釜の老朽化と詰め込み過ぎが原因であることから

・ゴミが散乱していることがある。 ・定期的な巡回と清掃を強化した。

（対応）

3

評価

・定期的な除去作業を実施。

　主な原因のため、利用時間の徹底を強化した。

・テントスペースが確保されていることを説明した。

・利用時間に合わせて調理、利用団体の遅れが

　利用方法を工夫した。


